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平成３０年度　事業報告
　当会では誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らし続けられる、様々な福祉事業に取り組んでいます。
平成30年度は事業計画に基づき、次の事業を実施しました。

地域の交流の場づくり、見守り活動の推進
●小地域福祉活動事業（自主サロン）

地　域　福　祉　の　充　実
●児童福祉事業
・子供球技大会助成、スポーツ大会協賛
●老人福祉事業
・老人クラブ活動助成、敬老会の開催（町主催）
・弔辞の交付　157名
・単身高齢者配食サービス事業（年10回）
　※７、８月を除く　延べ　3,505名
●地域福祉対策事業
・�ボランティア団体活動助成４団体（赤十字奉仕
団、虹の会、ヘルパーコスモスの会、福寿の会）
・ボランティア体験プログラム事業（７～８月）
　延べ　285名参加

●母子父子福祉事業
・両神温泉薬師の湯利用料助成
　施設利用　大人50名　子供20名
　食事券利用　　42件
●障がい者福祉事業
・身体障害者福祉会活動助成、会員交流事業
●戦没者遺族福祉事業
・遺族会活動助成、忠魂碑等参拝（３月）
●福祉団体助成
●小鹿野町民生委員児童委員協議会活動費助成
●日本赤十字会員増強運動月間
●火災見舞金の支給
●福祉機器（車いす、高齢者体験セット）貸出

セーフティネット、暮らしを支える支援の充実
●生活福祉資金貸付　33件
●日常生活自立支援事業（安心さぽーとネット）
●心配ごと相談所の運営（毎週木曜日）
●共同募金及び歳末たすけあい運動
　　　赤い羽根共同募金　　1,409,272円
　　　歳末たすけあい募金　1,215,654円

●福祉有償運送事業（ハッピー・パートナー）
　登録者数　509名
　利用件数　2,610件
●支え合いボランティア事業（元気応援隊）

介護事業の向上、地域活動支援センター運営（町受託事業）
●�デイサービスセンター運営事業（小鹿野、倉尾、
両神の３か所）
　利用者　　延べ　12,937名
●地域活動支援センター運営事業
　おがのふれあい作業所
　利用日数　193日　延べ　2,345名

●�いきいきサロン事業（介護予防ケアマネジメン
ト事業）
　会場数　118会場
　延べ参加人数　1,673名
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平成３０年度　一般会計決算報告

歳　入
196,301,908円

歳　出
183,899,825円

高齢者や障害者の方などの外出（通院・
買い物など）の移動の支援を行います。

暮らしの中のちょっとした困りごとを�
ボランティアさんにお手伝いをしていた
だいています。

一人暮らしの高齢者の方の安否確認のた
め、民生委員さんにお弁当などをお届け
いただいています。

多世代間の交流や見守りなど、地域づく
りを地域の皆さんと取り組んでいます。
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理事・監事・評議員の改選
　本年６月26日に開催された小鹿野町社会福祉協議会の理事会・評議員会において、理事・監事・評
議員が下記のとおり選任されましたので、ご紹介いたします。

（敬称略）

（敬称略）
役職名 氏　　名 選出区分
評 議 員 笠　原　義　行 議 会 関 係 者
評 議 員 黒　澤　耕太郎 区 　 長 　 会
評 議 員 髙　根　保　生 区 　 長 　 会
評 議 員 黒　澤　光　男 区 　 長 　 会
評 議 員 柴　崎　照　夫 区 　 長 　 会
評 議 員 猪　俣　義　雄 区 　 長 　 会
評 議 員 南　　　寅　松 民生・児童委員
評 議 員 田　隝　栄　子 民生・児童委員
評 議 員 木　村　良　子 民生・児童委員
評 議 員 横　田　岩　雄 人 権 擁 護 委 員
評 議 員 入　澤　民　雄 老人クラブ連合会
評 議 員 堀　口　武　治 公 　 民 　 館
評 議 員 本　間　　　信 医 　 師 　 会

評 議 員 山　崎　和　代 小・ 中 Ｐ Ｔ Ａ
評 議 員 板　倉　盛　夫 社会教育関係者
評 議 員 久　保　　　勲 保 　 護 　 司
評 議 員 新　井　敏　子 更生保護婦人会
評 議 員 茂　木　武　夫 遺 　 族 　 会
評 議 員 前　野　和　俊 青 少 年 相 談 員
評 議 員 小　澤　ツヨ子 日 赤 奉 仕 団
評 議 員 坂　本　かつみ ボ ラ ン テ ィ ア
評 議 員 田　嶋　孝　子 ボ ラ ン テ ィ ア
評 議 員 黒　沢　和　夫 ボ ラ ン テ ィ ア
評 議 員 小　菅　義　和 学 識 経 験 者
評 議 員 加　藤　雄　三 社 会 福 祉 施 設
任期：�平成29年４月１日から令和３年６月定時評議

員会終結の時まで

役職名 氏　　名 選出区分
会 長 森　真　太　郎 行 政 関 係 者
副 会 長 丸　山　陽　生 区 　 長 　 会　
副 会 長 多比良　キヨ子 民生・児童委員
理　 事 黒　澤　光　司 議 会 関 係
理　 事 笠　原　　　浩 教 育 委 員 会
理　 事 宮　田　明　久 区 　 長 　 会
理　 事 岩　﨑　　　宏 商 　 工 　 会

理　 事 南　　　昭　一 行 政 関 係 者
理　 事 新　井　　　清 身体障害者福祉会
理　 事 坂　本　好　司 老人クラブ連合会
理　 事 髙　橋　唱　平 社 会 福 祉 施 設
監　 事 宮　下　光　雄 町 会 計 監 査
監　 事 黒　沢　　　洋 遺 　 族 　 会
任期：�令和元年６月26日から令和３年６月定時評議

員会終了時まで

赤い羽根募金
（10月１日～３月31日）

地域歳末たすけあい募金
（12月１日～12月31日）

共同募金運動
皆さんのご理解とご協力をおねがいいたします

・福祉団体の助成・青少年の健全育成
・敬老会・高齢者趣味の作品展
・母子父子福祉事業・在宅要支援者慰問
・寝たきり高齢者慰問・単身高齢者慰問　等

　この募金運動は、地域福祉のため、支援を必要としている方が
地域で安心して生活することができるように行うものです。お寄
せいただいた募金は、子ども、高齢者、障がいのある方などを支
援するさまざまな地域福祉推進のために役立てられています。

募　金　の　種　類
戸　 別　 募　 金 区長等を通じて、各世帯に協力をお願いする募金です。
街　 頭　 募　 金 商店街、イベント会等の人が集まる場所で協力をお願いする募金です。

学　 校　 募　 金 学校と連携しながら、福祉教育の一環として取り組む募金方法で、共同募
金を通じたボランティアへの参加であることに主眼をおいて実施します。

職　 域　 募　 金 事業所や団体の職場で務める方を対象として、クオカードやバッジなどを
活用して協力をお願いする募金です。

個人大口・法人募金 特に理解のある個人・法人を対象に協力をお願いする募金です。
　この募金は、地域ごとの使い道や集める額を事前に定めて募る仕組みで、「計画募金」と呼びます。計画に基づき１世帯あた
りの目安額を示していますが、強制や割り当てをするものではありません。
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令和元年度　赤十字会員増強運動
　赤十字会員増強運動を、皆さんのご協力をいただき実施することができました。ご協力いただきまし
た会費及び寄附金は、日本赤十字社埼玉県支部へ送金し、災害救護活動、医療事業、血液事業など様々
な事業に活用されます。ここに結果をご報告いたしますとともに、ご理解とご協力に厚くお礼申し上げ
ます。

行政区 金額 行政区 金額 行政区 金額 行政区 金額
小鹿野　１ 17,000 長　若　１ 6,400 三田川　３ 10,400 倉　尾　８ 4,２00
　　　　２ 44,600 　　　　２ 4,２00 　　　　４ ８,400 小　計 ３６，２００
　　　　３ 4３,000 　　　　３ 10,２00 　　　　５ 4,２00
　　　　４ 7,000 　　　　４ 5,２00 　　　　６ ８,400 両　神　１ ２1,000
　　　　５ ２,000 　　　　５ 1２,500 　　　　７－１ ３,600 　　　　２ ２1,８00
　　　　６－１ 15,２00 　　　　６ ８,２00 　　　　７－２ 1,２00 　　　　３ 1８,400
　　　　６－２ 14,８00 　　　　７ 4,８00 　　　　８ ２,400 　　　　４ 1９,８00
　　　　７ ２２,000 　　　　８ ２,８00 　　　　９ 4,000 　　　　５ ８,600
　　　　８ 4２,600 　　　　９ 4,400 　　　　10 6,２00 　　　　６ 6,８00
　　　　９ 14,000 　　　　10 ８,000 　　　　11 5,８00 　　　　７ 5,600
　　　　10 4,000 　　　　11 6,600 　　　　1２ 5,400 　　　　８ ３,000
　　　　11 4２,400 　　　　1２ ３,８00 小　計 １２０，６００ 　　　　９ 1２,400
　　　　1２－１ 16,400 　　　　1３ 7,600 　 　 　　　　10 14,000
　　　　1２－２ ２5,000 　　　　14 4,400 倉　尾　１ 5,２00 　　　　11 ８,８00
　　　　1３ ２4,８00 小　計 ８９，１００ 　　　　２ 5,000 　　　　1２ 7,２00
　　　　14－１ 6,600 　　　　３ 5,２00 　　　　1３ 4,600
　　　　14－２ ８,000 三田川　１－１ 1８,600 　　　　４ 4,600 小　計 １５２，０００
　　　　15 5,400 　　　　１－２ ２９,000 　　　　５ ３,600

小　計 ３５4，８００ 　　　　２ 1３,000 　　　　６ ３,600 個人 4０，３９２
　 　　　　７ 4,８00 合　計 ７９３，０９２

（単位：円）

災害時は救援支援、こころのケア、救援物資の配付などを、平時は
救急法講習、ボランティアや青少年の育成などに役立てられます。

土砂災害・全国統一防災訓練（６月２日開催）での活動の様子

　赤十字奉仕団とは、「赤十字のボラン
ティア活動を通じて地域社会に貢献し
たい」という思いを持った方々によって
市町村ごとに組織されたボランティアグ
ループです。主に、高齢者支援活動や児
童の健全育成活動、災害救護・防災活動、
赤十字のＰＲ活動などを行っています。
小鹿野町日本赤十字奉仕団は、現在47名
の方が団員として活躍中です。

赤十字活動資金の流れ

小鹿野町日赤奉仕団の活動

会費
寄附金

災害救護活動など
日本赤十字社の人道的活動
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健交サロン

「超高齢化社会が訪れる。」そんな言葉を耳にします。
小鹿野町の現状はどうなっているのでしょうか？町の保健師さんに聞きました。

「地域の中に人が少なくなった。」、自分たちの地域がどうなるのだろうと、心配される声も
よく聞きます。

地域で暮らす中で、人と人との心の結びつきによる「温かいつながり」や「安心感」を求め
る人が増えてきていますね。
さて、今回は、町で一番高齢化率の高い地区「倉尾８区」（高齢化率78.4％）の取り組みを
ご紹介します！倉尾７・８区は上郷地区として、昔から一緒に活動をしています。「みんな
で安心して暮らせるようにしよう。」と実施している「健交サロン」をご紹介します！

保健師：�小鹿野町は、高齢化率は36.8％と高いのです。特に75歳以上が全人口の19.5％の人
数で、5人に１人の割合です。高齢者数が急激に増えるのではなく、若い世代の人口
が減少して高齢化が進むのが小鹿野町の特徴です。

保健師：�町が目指すものは、「いつまでも住み慣れた地域で、健康で安心した生活ができる」
ことです。そのためには、誰もが自分らしく、安心して、いきいきと暮らせる町づく
りがとても大切なのです。

まずは健康でいることが大事。そして地域のことはみんなで
考えよう！地域で交流を持って話をする機会を持とう！

私たち住民が主役！

この地域で暮らせて幸せと思ってほしい

３年前の上郷地区を歩いて
調べると、世帯数は46世帯、
平均年齢72歳、一人暮らし
17世帯でした。このままで
は地域はどうなるのかと危機
感を感じていました。
（民生委員　浅香　繁さん）

倉尾7・8区
目 標

健康長寿を伸ばす

地域づくり

自分の家が

一番いい！

ここで暮らし

続けるには、

何が必要か？

安心 ・ ぬくもりがある地域づくり
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自然災害時の避難について

「大雨強風の中、 一人で避難できない。

倉尾は一本道なので、 遮断されたら他の

道がない。 早めに避難を考えないと。 何

もない時から考えておかないと、 いざと

いう時は、 どーにもなんねえ。」 との声も。

防災も地域の安心には重要なテーマです。

緊急時救急車到着まで

「救急車を呼んでも到着まで30分

かかる」 上郷地区。 それまでに、

できることを考えました。 個人で、

家族でやること、 隣近所に助けを

求めて、 お互いに協力する大切さ

を共有できたことが、 実際の暮ら

しに役立ちました。

�でも、何を
すればいい？

「この前の台風の時、
みんなどうしてた？」
から始まります。

町で「こじか筋力体操」を広

めてるらしい。

集会所とかでできるってさ。

上郷健交サロンは、 区長や民生委員、 健康サポーターの皆さんの理解と協力のもと、 地域の皆さんが楽しん

で出かけて参加できるように色々と工夫されています。 季節の行事を行ったり、 関心のあることは、 担当して

いる職員の生の声を聴くのが大切と保健課や町立病院、 介護施設の職員の出前講座も行われます。

＜３年間の活動記録＞

健交サロンの開催 （こじか筋力体操） ９４回、ペタンク大会 （練習含む） ３４回、いきいきサロン１２回、忘年会・

新年会 ・ 納涼祭等７回、 桜見物 ・ 紅葉見物等５回、 介護施設見学 （巨香の郷）

各種講演会３６回

（町立病院内田先生の話 ・ 健康寿命について、 介護保険制度の説明会、 減塩味覚チェック、 骨密度測定、 長

寿の食事と運動、 振り込み詐欺、 漢方薬 ・ 薬草の効用について、 笑いと認知症予防、 災害時避難について、

マジックショー、 ギター演奏会、 三味線尺八演奏会、 志賀香苗先生合唱会）

倉尾７・８区住民を対象に、健
康増進と交流を深め、助け合い
支えあえる地域づくりを目的に

「健交サロン」が始まりました。

「安心してここで暮らし続けたい」
思いはみんな一緒

「こじか筋力体操」の後は、交流の
時間！楽しくなければ続かない！
色々な楽しみを計画したり、時に
は地域のことを話しました。

健交サロンの内容

上郷地区で
こじか筋力体操
はじめてみました
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手作りお菓子を
デイサービスの
利用者さんに
プレゼントしました。

子供たちと
遊んだり、掃除
などをしました。

商店街やバイパス沿い
のゴミ拾いをしました。

町内の一人暮らしの
高齢者の方々に
送る絵手紙を描きました。

介護施設で利用者さんの
移動介助や話相手等
行いました。

小鹿野デイサービスセンターで
育てているゴーヤ

７・８月にボランティア体験プログラム事業を開催しました。さまざまなプログラムに小・中学
生や高校生、一般の方に大勢参加していただきました。ご協力いただきました施設や関係団体、
地域の皆さん、ありがとうございました。

ボ ラ ン テ ィ ア 体 験
プ ロ グ ラ ム 事 業

クッキングボランティア

クリーンアップ大作戦

介 助 体 験

学童ボランティア

まごころメール

小鹿野町社協だより（第104号） 令和元年９月１日
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「いきいきサロン」は
『気軽に』・『無理なく』・『楽しく』をモットーに、
健康づくりと交流を兼ね、地域の集会所等をお
借りして開催しています。

いかがですか！？『いきいきサロン』は地区の
皆さんが、気心の知れた、リラックスのできる
集まりです。まだご参加いただいていない方は、
「ひとつドンナもんだか見てみるか！」と、出
かけてみてはいかがでしょうか。髙沢と中島が
お顔を見られることを心待ちにしております。

昨年度ご好評をいただきました「バランス
パッド」！今年度もチャレンジしていま～
す♪

かわいい
お客様も
いらっしゃい
ました♥

今年度は握力測定を行って
います。
握力は全身の筋肉量と相関
関係が高いため、身体能力
を測る一つの目安となりま
す。

「カーレット」とは、カーリングの卓上版
です。
小さな子どもからお年寄りまで、力持ち
でも力が無くても、みんなで楽しめる
ゲームです♪
今年度から楽しんでいただいています。

地区のみなさんで、
美味しい手作りの
冷汁を作ったりし
ています。

き
き
きき

小鹿野町社協だより（第104号） 令和元年９月１日
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　障がいのある方や65歳以上 
の 方 を 対 象 に、 日 常 生 活 の

「ちょっとした困りごと」を地域 
で支え合う仕組みです。

支えあいボランティア

元気応援隊

依頼内容の一例
●買い物代行や付き添い
●簡単な家具の組み立て
●電球や電池交換
●ごみの分別やゴミ出し代行
●庭の草むしり
●家事（掃除、料理など）

お困りの利用者さんをサポートしていただける協力会員（ボランティア）さんを募集しています。
●活動内容　日常のお困りのこと（買い物や掃除など）でできる支援をお願いしてます。
●謝　　礼　活動実績１時間につき500円相当の商品券

ボランティア募集中！

利 用 料

チケット

（30分程
度のお手

伝い）

１枚25
0円

社会福祉協議会
TEL 75-4181

利用については、

社協にまずは

ご相談ください

　　 <利用できる方>
町内在住の、65歳以上の方
または心身に障がいのある方
※社協会員であることが条件に
　なります。

チケットは社会福祉協議会
でお求めください。
※移動の手段がない方等は
　ご相談ください。

元気応援隊の協力員さん
（ボランティア）が
応援に伺います！

買い物が
大変になって
きたわ…。
困った…。

小鹿野町社協だより（第104号） 令和元年９月１日
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イベ ント

下小鹿野グラウンドにて�
老人クラブ連合会グラウンド�
ゴルフ大会が開催されました。
晴天の下、会員の皆さんは元気にいきいきとプレー
を繰り広げました。

6/17
グラウンドゴルフ大会

スポーツ文化公園彩の国�
くまがやドームにてゲート�
ボール大会が開催され、おがの�
チームが参加しました。日頃の練習の成果を思う存
分発揮し、熱戦を繰り広げました。

  7/18
第16回埼玉県県民スポーツ大会（兼）
第34回埼玉県ふれあいゲートボール大会

赤十字奉仕団による手作り�
みそポテトの販売や街頭募�
金活動を行いました。
中学・高校生のボランティアも参加し、日差しの厳
しい中、汗を流して一生懸命活動してくれました。

８/３
七夕フェスティバル

中学生ボランティアと日�
赤奉仕団による炊き出し訓練�
が実施されました。
カレー作りの他、日赤埼玉県支部�
から講師を招き、地図上で防災対策を検討する災害図上訓練
（DIG）を体験し、自分たちの地域に起こるかもしれない災害
を、より具体的なものとしてとらえることができました。

８/19
夏のボランティア体験

炊き出し訓練

小鹿野町社協だより（第104号） 令和元年９月１日
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鹿高ボランティア部

4月　  5,117個
5月　27,262個
6月　12,943個

社協玄関設置BOX回収結果
ペットボトルキャップ回収

お寄せいただいた寄附は、その趣旨にそって有効に
活用させていただきます。

あたたかいお気持ちを
ありがとうございます

匿　名　紙おむつ　他
匿　名　はがき５０枚

地域福祉に役立ててほしいと次の方々より
寄附をいただきました。

小鹿野高校ボランティア部は、キャップ回収を通じて地域と
の連携を広げ、深めたいと一生懸命活動しています。どうぞ
これからも小鹿野高校ボランティア部の活動にご協力をお願
いします。 小鹿野町社会福祉協議会

小鹿野町小鹿野300番地（児童館内）
電 話 ７５－４１８１
FAX ７５－４５６１
http://www.ogano-syakyo.or.jp/

心配ごと相談所
ひとりで悩まないで、気軽にご相談くだ
さい。相談は無料で秘密は守られます。
　◎相談日時
　　毎週木曜日　10時から15時
　　（12時から13時は休憩時間）
　◎相談場所
　　社会福祉協議会　相談室
　　（第３木曜日は両神振興会館です）

車いすの貸し出しをしています
住民の皆さんを対象に
車いすを１週間を限度
として貸し出していま
す。（無料）
外出の機会等にご活用
ください。

予約
不要

ふれあい作業所では、アルミ缶の回収を行い、
活動資金の一部に充てています。アルミ缶の回
収にご協力をお願いします。
※作業所か社協に直接お持ちいただくか、ご連
絡をいただければ、ご自宅まで回収に伺います。

アルミ缶の回収

地域の皆さんに、いつも
温かいご協力をいただい
てます。ありがとうござ
います！

ふれあいキッチ
ンでは、お弁当
や小物を販売し
ています。どう
ぞお立ち寄りく
ださい。
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